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別紙

委員長　　　　開会宣言

副議長　　　　あいさつ

町長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。

認定第４号

本委員会に付託されました、認定第４号平成１８年度長久手町土地取得特別会計決算認定についてを議題といたします。認定第４号について、執行部の説明を求めます。

総務課長　　　認定第４号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより認定第４号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑のある委員は挙手を願います。

丹羽委員　　　主要事業の成果の４番目、資料１の熊張字福井７０㎡はいつ購入されたのか。

総務課長　　　契約は、平成19年２月１４日です。

丹羽委員　　　この場所は現在バリケードで止めてあるが、理由は何ですか。

土木課長　　　農地として残っていますので、何か置かれると行けないので、バリケードをしています。

丹羽委員　　　整備の時期は決まっていますか。

土木課長　　　整備時期は、決まっていません。

丹羽委員　　　購入された所は、舗装の予定はありますか。

総務課長　　　事業の実施時期は未定ですが、将来舗装することになります。

丹羽委員　　　購入したならば、なるべく早く車が通れるようにして下さい。

委員長　　　　他ございませんか。

加藤委員　　　福祉の家駐車場用地の平米単価は幾らでしたか。

総務課長　　　平米52,500円と聞いています。

加藤委員　　　以前購入された単価との兼ね合いはどうか。

総務課長　　　過去から購入してきていますが、平米単価については、５万円から65,900円で、隣接する道路などで購入する金額にバラツキがでています。基準単価としては５万円と聞いています。今回購入した土地は、埋め立てがしてあり５パーセント加算して52,500円と聞いています。

加藤委員　　　５パーセント加算とは、どういう意味ですか。

総務課長　　　造成済みということです。

川合委員　　　福祉の家の土地を、今回購入したことにより、全部の土地は購入済みとなりますか。

総務課長　　　１筆だけ残っていたものを、今回購入しましたので、全部購入となります。

金沢委員　　　文化の家の購入単価は、坪５１万円位となりますが、妥当な金額ですか。

総務部長　　　不動産鑑定、中部区画整理組合の近隣の保留地等を見据え、単価設定をしました。

委員長　　　　他ございませんか、無いようですので討論採決を行います。

最初に反対討論を行います。ございませんか。

無いようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

無いようですので、採決を行います。認定第４号平成18年度長久手町土地取得特別会計決算認定について原案のとおり賛成委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。

よって認定第４号平成１８年度長久手町土地取得特別会計決算認定について原案のとおり認定することに決しました。

議案第４２号

委員長　　　　次に議案第４２号長久手町一般会計補正予算（第２号）を議題といたします。議案第４２号について、執行部の説明を求めます
総務課長　　　議案第４２号について説明

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第４２号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑のある委員は挙手を願います。ございませんか。

加藤委員　　　集出荷選果場の跡地の購入、広さと平米単価は幾らですか。

総務課長　　　面積2,087㎡、単価35,900円です。

加藤委員　　　集出荷選果場の跡地を農楽校で使うということだが、この広さはいるのか。

産観兼田バレ課長　現在、東小の東に１人の方から2,000㎡を借地している。農楽校は26名が参加しており、毎週水曜日を中心に活動しています。トラクター、耕運機２台、農具などもあり、これらは現在、集出荷選果場の建物に保管をしています。また、受講生などの駐車場のこともあり現在の集出荷選果場を購入し、活用したいと考えています。

加藤委員　　　無理矢理こじつけた感じです。本当の理由は何か。農楽校のために買うのではなく、聞いている話では、長久手土地改良区の精算ができないからではないのか。

町長　　　　　あの土地は、元々土地改良事業で集出荷選果場を造っています。これを壊すについては理由が必要で、そうでないと補助金を返さなくていけません。農業関係に使うということで、農水省に了承を得ています。とりあえずは農楽校に使い、農業に役立つものとして今後利用していきたいと説明をしています。将来的には、田園バレー事業の一環として農産物の加工場などに利用できればと考えています。

加藤委員　　　今の理由は表向きで、後からつけた理由と思う。本当は土地改良区が解散をするために資金が無いから買うのではないか。長久手土地改良区には、幾ら負債、借金があるのか。

産観課補佐　　長久手土地改良区の負債は、私どもでは分りません。

加藤委員　　　購入の理由は、我々でも知っている。町も知っていると思う。さしあたり農楽校で、あの倉庫は、いるとは思えない、将来的には分からないが。本当の理由は、土地改良区の解散のためではないのか。はっきり言えないのか。

副町長　　　　この予算については以前、議会で認めていただいて、買収をしようとしたわけです。その時点では換地処分が、第４工区は遅れており、町としては、換地処分終了の目途が立つまでは購入しないことにし、予算を流しました。今回換地処分が終了したので、買収をするということで予算計上させていただきました。今言われるようなことは、土地改良区の内部的にはあるかもしれませんが、町としては、今言いました理由で使っていきたいと考えています。

加藤委員　　　本当の理由を、担当課はつかんでないのか。隠しているのではないか。

産観課長　　　負債などの詳細な数値については、把握していません。第４工区も含めて日常的な打合せ、協議はしています。

加藤委員　　　毎年総会の資料にはないのか。本当のことを話してもいいのではないか。借金があるから町が買って清算すると思っていたが。

町長　　　　　言われることは、そのとおりです。理事長から買って欲しいと話はきています。しかし、換地の前に買うとダメになるので、換地が完了することを条件としていました。それからもう一つの理由は、補助金の還付は避けたいと、農業用に使うことで認めてもらいました。加藤議員の言われる、解散するには資金不足のようです。詳しい負債の金額は聞いていません。そういう状況にあることは承知しています。

加藤委員　　　なかなか町長は、口には出せないと思うが、担当課が知らないと言ってはいけないと思う。

産観課長　　　町長の発言のとおりです。

加藤委員　　　把握しているとはっきり言えばいいのでないか。理由を言えば反対することは無いと思う。表に出せばいいと思う。

産観課長　　　農楽校の活用ということで、一義的な理由を述べさせていただきますが、土地改良区の換地処分後の土地の利活用、農楽校の今後の発展性、田園バレー事業などにおける農業施策といった要素を総合しまして、今回補正予算を計上させていただきました。

加藤委員　　　平米35,900円の単価だが、適正ですか。

産観課長　　　不動産鑑定をしています。

加藤委員　　　単価も少し高い気がする。

小池委員　　　土地改良区の清算ができない。町が後始末をする。町がそうしなければならない責任はあるのか。

産観課長　　　土地改良は農業の基盤整備を目的にしています。町は指導機関でもあり、改良区の円滑な運営、解散、その後の土地の有効利用については、町は責任の一端があると考えています。

小池委員　　　土地改良は地域の人々が主体となって行うものと思うが、町が主導して行ったのですか。

副町長　　　　土地改良事業自体は、昭和３４年頃から上郷地域で始まりました。長久手土地改良区は第１工区から第４工区あり、前熊地区は農村総合整備モデル事業で上郷地域全体の事業として行った中の一つです。言われるように、形の上では、地元の方が自主的に行ったということですが、町が主導してきたことは事実です。

小池委員　　　町が主導して土地改良をしてきた、解散について努力してこなかった結果、これだけ町に売れば何とかなるのか。

町長　　　　　毎年早く換地をしなさいと言ってきた。土地改良区から要望は、購入して欲しいと言われていました。第１条件としては換地を早くしてくださいと。田園バレーをすすめるなか、ようやく換地が出来ました。個人換地をすれば話ができます。次へのステップを踏み出します。町としても、あれだけ集団的に農地としてあるところは無いので、活用については、地権者と慎重に協議をしていきたいと思います

小池委員　　　今回、換地が出来たのは町が購入するからできたのか。

副町長　　　　土地改良事業の換地には、土地の権利関係があるので、相当な時間は他市町でもかかっています。購入するから換地が出来たのか、ということですが、平成１７年度は予算を流していますので、言われることは無いではない。

小池委員　　　町が購入することについては、これは例外ですか。

副町長　　　　後始末で買うということではありまあせん。

小池委員　　　今、この土地が必要であるから買うのはいいと思うが、突然農楽校に使います。今後は田園バレーの中で農業に活用しますと、そういうあいまいなことで、今7,500万円かける必要があるのか。土地改良のことで、どうしても町が責任をとらなければいけないのか。

産観課長　　　土地がメインですが、鉄骨スレート葺きの建物もあり、この建物の利用については、今後活発に行われるであろう、農業参入の方たちに対する集出荷果場の目的にも使われます。農楽校のためだけではなく、将来を見据えたものです。

小池委員　　　今言われた理由で買うことは、いいのかと疑問に思う。事業として示されたものがあれば7,500万円も説得できると思うが、そういわれても予算には農楽校事業費となっています。

町長　　　　　今の段階では、申し上げにくいこともある。補助をいただいた建物ですので、現在は農楽校で使っているので、当分の間は使います。しかし、それが全てではありません。

加藤委員　　　単価が高いと思うが、宅地か。

産観課長　　　単価については不動産鑑定を取っています。また平成１７年度の単価と同じで、宅地です。

委員長　　　　他にございませんか。

加藤委員　　　１５ページ道路改良事業費で中根１号線他とあるが、中根のほかは何か。

副町長　　　　中根と東島です。

委員長　　　　他にございませんか。無いようですので討論を行います。最初に反対討論はありますか。

小池委員　　　質疑をした回答もあいまいでした。土地改良区の中で換地ができなかった。させてこなかった責任は町にあると思う。それを放置し、ここまできて、たまたま、農楽校ができて名目ができた。加藤委員が色々質問されたが、公にできないから説明が出来ないと思う。この補正予算について他の部分については反対ではありませんが、農楽校の部分については納得できませんので反対とします。

委員長　　　　他にございませんか。無いようですので次に賛成討論を行います。ございませんか。
無いようですので採決を行います。議案第４２号長久手町一般会計補正予算（第２号）について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

委員長　　　　賛成多数であります。よって議案第４２号長久手町一般会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　反対：小池委員

委員長　　　　ここで暫時休憩とします。

　　　　　　

午前１１時　２分休憩

　　　午前１１時１２分再開

議案第４５号

委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開します。次に議案第４５号長久手交流プラザの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。議案第４５号について執行部の説明を求めます。

総務課長　　　議案第４５号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第４５号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑のある委員は挙手を願います。ございませんか。

委員長　　　　中会議室１・２で、現在１階に中会議室２の表示があるが、これは間違いですか。

総務部長　　　１階が中会議室１で、２階が中会議室２と定めていますので、一度調べます。

委員長　　　　他はございませんか。無いようですので討論採決を行います。

最初に反対討論を行います。ございませんか。

無いようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

無いようですので、採決を行います。議案第４５号長久手交流プラザの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。

よって議案第４５号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第４７号

委員長　　　　次に議案第４７号長久手町火災予防条例の一部を改正する条例についてを議題とします。議案第４７号について執行部の説明を求めます。

消防総務課長　議案第４７号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第４７号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑のある委員は挙手を願います。ございませんか。

　　　　無いようですので討論採決を行います。

最初に反対討論を行います。ございませんか。

無いようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

無いようですので、採決を行います。議案第４７号長久手町火災予防条例の一部を改正する条例について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。

よって議案第４７号については原案のとおり可決することに決しました。

委員長　　　　執行部の方はありがとう。ございました。
（執行部退席）

意見書案第３号　

委員長　　　　意見書案第３号町民の安全な暮らしを守るため警察官の増員及び交番の増設を求める意見書の提出についてを議題とします。

委員長　　　　意見書案第３号について、提出者の説明を求めたいと思いますが、よろしいですか。

　　　　　　異議なし

委員長　　　　それでは、意見書案第３号について提出議員の説明を求めます。

じんの議員　　意見書案第３号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより意見書案第３号に対する質疑等を行います。

　　　　　　　質疑のある委員は挙手を願います。ございませんか。

加藤委員　　　意見書案の中に南部地域とありますが、どの地域を考えていますか、東名高速道路より南ですか。

じんの議員　　グリーンロードよりも南と考えています。

金沢委員　　　新しく交番が出来るのであれば、今のところの交番の人員が減るのではないですか。

じんの議員　　人数は、県が考えると思います。私はそこまで考えていません。
委員長　　　　他にございませんか。

　　　　　　　無いようですので討論を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

無いようですので、賛成討論を行います。ございませんか。

無いようですので、採決を行います。
意見書案第３号町民の安全な暮らしを守るため警察官の増員及び交番の増設を求める意見書の提出について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。

よって意見書案第３号については原案のとおり可決することに決しました。

請願第２号　

委員長　　　　請願第２号中部土地区画整理事業に伴う住所表示の変更に関する請願書を議題とします。

委員長　　　　請願第２号について、紹介議員の説明を求めたいと思いますが、よろしいですか。

　　　　　　異議なし

委員長　　　　請願第２号について紹介議員の説明を求めます。

浅井議員　　　それでは、説明の前に資料を配布し、請願第２号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより請願第２号に対する意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。

川合委員　　　請願の中に大字小字の変更をしないこととあるが。大字岩作字平子を変えないということですか。
浅井議員　　　請願者の意向は、大字岩作が残ること、請願主旨は岩作５分会で残りたいこと、区別がつくことが大事ですので、先達という表記と平子という表記が残れば、長久手町平子で残るので岩作としての一体感は残ります。先達ではなくて、平子で残りたいということと思います。

丹羽委員　　　先達に編入ではなく、平子というのが残ればいいということですか。

浅井議員　　　請願の主旨は、大字岩作として残りたい。それから平子という地名も残してほしいと思います。

川合委員　　　大字小字を変更しないことで、残してくれということでいいのですか。

浅井議員　　　請願の主旨は、そうです。
加藤委員　　　あくまでも大字岩作ということか、平子だけでもいいのかな。

浅井議員　　　請願の主旨からすると、大字岩作字平子を残すということです。
加藤委員　　　大字を取って平子を残したら、長久手町平子と岩作字平子と２つ残ることになる。

浅井議員　　　現実的な話で、請願の主旨を離れると、そうなります。

小池委員　　　請願者の方々の主旨は、できるだけ尊重したいと思います。これは、区画整理に伴う住所変更で、区画整理には入っている。区画整理は一緒でもいいが表示は残してということ。整理とのからみで問題は起きないのでしょうか。整合性、問題は無いのか。
浅井議員　　　住所表示は利便性ですので。

小池委員　　　整理地内で他には岩作は無いのか。

浅井議員　　　区画整理の主旨で行くと、分かりやすい物理的なもので区切るということで、住民の意識とは違うものと思う。

小池委員　　　事業とは問題ないのか。

浅井議員　　　問題ないと思う。

川合委員　　　署名は全部ですか。

浅井議員　　　１３世帯全部です。

委員長　　　　他にございませんか。

　　　　　　　無いようですので採決を行います。

請願第２号中部土地区画整理事業に伴う住所表示の変更に関する請願書について原案のとおり賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。

よって請願第２号については原案のとおり採択することに決しました。

以上で本委員会に付託されました議案は全て審議終了いたしました。

委員長　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。
以上をもちまして総務常任委員会を閉会します。

午前１１時４５分閉会

上記、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成１９年１０月１１日

総務常任委員会委員長　　水野とみ子
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